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論文内容の要　旨
【目　的】
急性虫垂炎は急性腹症で日常よく遭遇する疾患である。しかしながら、急性虫垂炎の画像所見を
病態の重症度により述べた報告はほとんどない。また本疾患に対する経静脈性の造影の意義に関し
ても報告は少ない。本研究でretrospectiveにCT像と病理組織診断を対比し、CT検査における虫垂
炎重症度判定の可能性を検討した。
【方　法】
1992年から1997年まで術前CTを施行した急性虫垂炎75症例（11歳から幻歳平均36．9歳、男舶症例、
女31症例）を対象に、画像所見と病理組織を対比した。うち63症例は造影CTを施行した。フイル
ムをretrospectiveに以下5項目について視覚的に検討した。（1）虫垂周囲の脂肪層の乱れ（2）径の
拡張した虫垂（3）虫垂壁の造影効果（4）周囲腸管の造影効果（5）虫垂壁欠損病理組織学的診断は病
理所見をもとにcatarrhalappendicitiS、phlegmonous appendicitis、gangrenOuS aPPendicitis
に分類した。
【結　果】
catarrhalappendicitisは10例認め、そのうち7例に造影検査を行った。1例のみ壁造影効果を
認めたが、その他の症例は異常を認めなかった。Phlegmonous appendicitisは34例認め、29例に
造影検査施行された。虫垂は全例で同定でき、全例壁の造影効果は陽性だった。その他の画像所見
として、拡張した虫垂は33例に認め、虫垂周囲の脂肪層の乱れは24例に認めた。虫垂壁欠損や周囲
腸管の造影効果の発言頻度は低かった。gangrenOuSappendicitisは31例認め、そのうち27例に造
影検査を施行した。虫垂壁の造影効果は18例、周囲の腸管の造影効果は24例、虫垂壁欠損は28例、
虫垂周囲の脂肪層の乱れは28例、拡張した虫垂は27例に認めた。
【考　察】
今回CT画像所見と病理所見を検討することで、急性虫垂炎における重症度判定の可能性を試み
た。虫垂壁の造影効果はphlegmonous appendicitisで全例に、gangrenOuS apPendicitisでは70
％とphlegmonous appendicitisに比べ低率である。組織学的にphlegmonous appendicitisはは
ぼ全層におよぶ好中球の浸潤をしめしている。つまり、炎症による虫垂壁の血流増加が虫垂壁の造
影効果を反映した結果と考えられる。周囲腸管の造影効果も上記の理由と同様に、虫垂周囲の腸管
に炎症が波及した結果と考えられる。また虫垂壁の欠損も高率にgangrenous appendicitisに認め
る。虫垂壁の欠損は穿孔した虫垂の部位と考えられ、造影効果のない虫垂は梗塞した虫垂と考えら
れる。Catarrhalappendicitisでは1例を除き画像上異常を認めなかった。
これらをまとめると、以下のことがあげられる。
1、臨床的に虫垂炎が疑われ、画像上特に異常を認めないときcatarrhalappendicitisが強く疑わ
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れる。
2、虫垂壁の造影効果を認め、虫垂壁の欠損を認めない場合をphlegmonous appendicitisの診断
基準と仮定するなら、SenSitivityは86．2％でSpeCificityは76．5％と有意であった。
3、虫垂壁の欠損と虫垂周囲の脂肪層のみだれが存在する場合をgangrenous appendicitisの診断
基準と仮定するなら、SenSitivityは96．3％でspecificityは61．1％と有意であった。
今回の限界点として以下のことが考えられる。第1に、臨床でCT上虫垂の同定困難な症例に対
し、どのように鑑別診断していくか難しい。今後prospectivestudyを行い検討したい。第2に、従
来の文献の診断基準を用いると、Catarrhalappendicitisの虫垂炎の診断率はきわめて低い。今後
prospectivestudyによりcatarrhalappendicitisの診断基準を検討したい。第3に、今回造影剤注
入後の撮影時間が90～120秒後と様々である。このdelaytimeによるCT所見の変化を今後検討する
必要がある。最後に経口造影剤や注腸造影を用いず、通常の腹部CT撮影で虫垂そのものを同定す
ることはやや困難である。今後の検討ではこれらの造影剤を用いthin sliceCTにてCT撮影をする
ことを検討する必要がある。
【結　論】
造影CTでは、Catarrhalappendicitisは異常所見を示さず、phlegmonous appendicitis以上の
症例に異常所見を呈する傾向が見られた。また、phlegmonous appendicitisとgangrenous appe
ndicitisでは所見の検出率に違いがみとめられた。造影CTは本症の重症度判定に有用である可能性
が示唆された。
論文審査の結果の要旨
急性虫垂炎の画像所見を、重症度と関連させた報告は少ない。そこで、申請者はretrospective
にCT像と病理組織を対比し、造影CTにおける本疾患の重症度判定について検討した。
急性虫垂炎75症例を対象とし、画像所見を5項目（虫垂周囲の脂肪層の乱れ、虫垂径の拡張、虫垂
壁の造影効果、周囲腸管の造影効果、虫垂壁欠損）について視覚的に検討し、病理組織診断と対比
した。
Catarrhalappendicitisは7例中1例に虫垂壁の造影効果を認めたはか、特に所見は認めなかった。
phlegmonous appendicitisは29例全例に虫垂壁の造影効果を認めたが、虫垂壁欠損4例（13．8％）や
周囲腸管の造影13例（44．8％）効果の頻度は低かった。gangrenOuS appendicitisは虫垂壁欠損19例
（70．4％）や虫垂周囲の脂肪層の乱れ24例（90．3％）を高頻度に認めた。
本研究は、造影CTが急性虫垂炎重症度判定の実用化を示すものであり、博士（医学）授与に値
するものと認められる。
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